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物
か
わ
い
が
り
ま
し
ょ
う

を

九
月
二
十
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
一
週
間
は

「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す
。
乙
の
週
間
は
、
動
物

の
愛
護
と
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
が
深
ま
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
の
聞
に
動
物
愛
護
の
関
心
が
高
ま
る
乙
と

は
、
生
命
の
尊
さ
を
知
り
、
思
い
や
り
ゃ
平
和
を

愛
す
る
心
を
養
う
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。

そ
乙
で
、
動
物
を
飼
う
場
合
に
は
十
分
な
自
覚

と
責
任
を
も
つ
よ
う
に
し
、
飼
う
の
が
飽
き
た
か

ら
と
い
っ
て
処
分
す
る
よ
う
な
安
易
な
考
え
を
も

つ
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

町の人口・男 4，762人(十 6)・女 4，698人(十 8)計 9.460人(+14)世帯数 2，752戸(+6)・ 8月 1日現在:( )内は前月比



よ
く
知
ら
れ
た
「
地
震
、
雷
、
火
事
、
親
父
」
を
、
今
日
流
に
「
地

震
、
台
風
、
火
事
、
津
波
」
な
ど
と
い
う
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
は
と
も
か
く
地
震
の
恐
ろ
し
さ
は
昔
も
今
も
変
り
ま
せ
ん
。

日
本
は
世
界
の
一

O
M
mを
引
き
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
地

震
の
多
い
国
で
す
。
体
で
感
じ
る
乙
と
の
で
き
る
P

有
感
地
震
'
は

一
年
間
に
千
件
前
後
発
生
し
て
い
ま
す
。

九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。

大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
に
ち
な
ん
で
昭
和
三
十
五
年
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
、
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
常
に
そ
の
心
構
え
を
怠
る
乙

と
な
く
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

町
で
は
、
大
規
模
地
震
が
東
海
地
域
に
発
生
す
る
と
の
想
定
の
も
と
に
、
昭

和
町
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
実
践
的
な
訓
練
を
九
月
一
日
に
行
い
ま
す
の
交

ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
@

(2) 昭和 58年9月1日発行報広町和昭

中
央
公
民
館
前
で
の

防
災
訓
練
(
昨
年
)

本町の避難場所を

ご存知ですか

避
難
場
所
は
地
震
に

伴
な
う
大
火
災
の
発
生

と
い
う
最
悪
の
状
況
を

考
え
た
場
合
、
そ
の
地

域
内
の
住
民
が
、
火
災

が
延
焼
拡
大
し
て
も
放

射
熱
や
煙
に
お
か
さ
れ

る
乙
と
な
く
安
全
を
確

保
で
き
る
場
所
で
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
避
難
場
所

は
地
区
内
の
人
口
に
応

じ
た
有
効
面
積
と
、
い

ず
れ
の
地
区
か
ら
も
避

難
者
が
容
易
に
到
着
で

き
る
位
置
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
避
難
場
所
に

は
標
識
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
本

町
の
地
震
災
害
避
難
場
所
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

町
内
の
地
震
災
害
避
難
場
所
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…

地

震

に

対

す

る

…

…
家
庭
の
心
が
ま
え
…

…
大
地
震
が
も
た
り
す
災
害
に
は
ど
れ
た
と
き
、
ど
つ
し
た
ら
い
い
か
わ
一

一
ん
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
地
か
っ
て
い
て
も
何
も
で
き
む
か
っ
た
、
一

一
割
れ
、
津
波
、
山
崩
れ
、
山
津
波
、
と
い
う
体
験
談
も
多
い
よ
ふ
で
す
。
一

一
し
か
し
、
い
ち
ば
ん
発
生
の
危
険
性
で
す
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
地
震
に
一

一
が
高
い
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
グ
火
備
え
、
ふ
だ
ん
か
ら
家
の
中
を
安
全
一

一
災

H

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
に
し
、
被
害
の
原
因
を
少
し
で
も
減
一

…
関
東
大
震
災
以
来
、
わ
が
国
で
は
ら
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
一

一
M

地
震
イ
コ
ー
ル
火
災
と
い
わ
れ
続

V
地
震
に
備
え
る
八
つ
の
ポ
イ
ン
ト
ゆ

一
け
、
今
で
は
だ
れ
も
が
地
震
の
際
の
そ
れ
で
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
の
心
が
一

一
火
の
元
に
は
注
意
を
払
っ
て
い
る
も
ま
え
と
し
て
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
一

一

の

と

思

わ

れ

ま

す

。

し

か

し

、

つ

ぎ

を

見

て

み

ま

し

ょ

う

。

一

一
に
拳
げ
る
よ
う
な
場
合
は
ど
う
で
し
。
家
屋
や
塀
な
ど
を
点
検
し
、
弱
い
一

一

ょ

う

か

。

部

分

を

補

強

し

て

お

く

。

吟

一
家
人
の
留
守
中
、
電
子
ラ
イ
タ
ー
。
家
具
な
ど
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
金
山

一
の
上
に
家
具
が
倒
れ
、
そ
の
拍
子
に
具
で
固
定
し
た
り
、
置
き
方
を
工
一

一

ス

イ

ッ

チ

が

作

動

し

発

火

し

た

と

い

夫

す

る

。

一

一
つ
事
例
が
、
実
際
「
日
本
海
中
部
地
。
火
を
使
う
器
具
設
備
の
点
検
と
整
一

一
震
」
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
備
を
す
る
。
ま
た
、
火
気
の
周
り
一

…
乙
れ
は
珍
し
い
例
で
、
そ
う
数
多
く
は
整
理
整
と
ん
し
て
お
く
。
一

一
起
乙
る
乙
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

0

0
消
火
器
や
消
火
用
水
を
用
意
し
、
崎

一
し
か
し
、
乙
れ
を
不
可
抗
力
と
片
付
消
火
の
方
法
を
身
に
つ
け
て
お
く
。
一

一
け
て
し
ま
っ
て
い
い
も
の
で
し
ょ
う
。
救
急
医
薬
品
を
準
備
し
、
応
急
手
一

一
か
。
乙
の
場
合
、
電
子
ラ
イ
タ
ー
に
当
て
の
方
法
を
身
に
つ
け
て
お
く
。
一

一
問
題
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
倒
れ
た
。
非
常
持

E
r品
幸
福
し
て
お
く
。
一

一
家
具
に
問
題
が
あ
っ
た
、
つ
ま
り
、
。
家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
一

一
家
具
な
ど
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
、
あ
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
山

一

り

か

じ

め

金

具

な

ど

を

使

っ

て

固

定

て

お

く

。

一

山
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
。
。
隣
近
所
の
人
々
と
協
力
し
合
え
る
一

山
震
度
五
、
震
度
六
の
地
震
に
襲
わ
信
頼
関
係
を
つ
く
っ
て
お
く
。
一

目
・
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!
!
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!
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取
付
費
三
千
円
を
町
で
補
助

l
l
l

…

大
規
模
地
震
で
大
き
な
被
害
が
予
い
ほ
ど
火
災
が
発
生
し
、
そ
の
被
害
け
を
し
て
初
め
て
意
義
あ
る
も
の
で
崎

想
さ
れ
る
地
域
と
し
て
、
本
町
は
防
を
最
も
大
き
く
し
て
い
る
の
が
ガ
ス
す
。
乙
の
機
会
に
地
域
安
全
確
保
の
崎

災
対
策
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
で
す
。
大
き
な
ゆ
れ
の
と
き
に
は
使
た
め
進
ん
で
取
付
け
ま
し
ょ
う
。
崎

ま
す
。
乙
れ
に
伴
い
町
で
は
、
二
次
用
中
の
ガ
ス
栓
を
止
め
る
乙
と
は
ま
な
お
、
ガ
ス
し
ゃ
断
器
は
一
万
円
崎

災
害
防
止
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
ず
不
可
能
で
す
が
、
乙
の
装
置
は
震
取
り
付
け
料
は
三
千
円
で
す
が
取
り
崎

る
ガ
ス
耐
震
自
動
し
ゃ
断
器
の
取
付
度
五
以
上
で
自
動
的
に
ガ
ス
を
し
ゃ
付
け
料
K
つ
れ
て
は
町
で
補
助
い
た
内

け

を

推

進

し

て

い

ま

す

。

断

し

ま

す

。

し

ま

す

の

で

、

希

望

の

ど

家

庭

は

申

州

大
き
な
地
震
発
生
の
と
き
は
、
過
昨
年
ま
で
に
四
百
戸
の
取
付
け
を
し
込
み
用
紙
を
回
覧
い
た
し
ま
す
の
引

去
の
例
を
見
て
も
必
ず
と
い
っ
て
い
完
了
し
て
い
ま
す
が
、
全
戸
が
取
付
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

町
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お
年
寄
り
が
長
い
人
生
経
験
か
ら
グ
で
は
ど
ん
な
乙
と
を
す
る
の
か
M

培
っ
て
き
た
知
識
や
技
能
、
そ
れ
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
が
マ
ス
タ
ー

肌
で
体
験
し
た
生
活
の
知
恵
な
ど
を
、
の
出
番
で
す
。

広
く
地
域
社
会
に
伝
え
て
い
た
だ
く

O
町
や
地
域
で
文
化
協
会
を
設
立
し

た
め
に
、
若
い
世
代
と
の
交
流
を
と
よ
う
と
す
る
と
き
、
持
ち
前
の
知

お
し
て
、
人
と
人
と
の
心
の
ふ
れ
あ
識
や
技
能
を
活
か
し
て
、
そ
の
分

い
を
一
層
深
め
な
が
ら
積
極
的
に
社
野
の
責
任
者
と
な
る
。

会
参
加
を
し
て
グ
生
き
が
い
の
あ
る

O
お
年
寄
り
仲
間
の
会
合
を
文
化
的

地
域
づ
く
り
'
を
し
て
い
た
だ
く
も
に
向
上
さ
せ
る
た
め
、
持
ち
前
の

の
で
す
。

一

特
技
を
活
か
し
て
グ
ル
ー
プ
づ
く

内
容
は
、
芸
術
、
芸
能
、
趣
味
、
り
に
努
め
る
。

教
養
と
具
体
的
に
は
、
郷
土
史
、
文

O
町
や
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
ま

芸
、
書
道
、
絵
画
、
民
話
、
伝
説
か
つ
り
や
芸
能
を
復
活
さ
せ
、
体
験

ら
、
園
芸
、
盆
栽
、
囲
碁
、
将
棋
と
か
ら
得
た
伝
承
の
心
を
後
継
者
に

い
っ
た
、
そ
の
道
に
精
通
し
た
人
を
、
伝
え
る
。

乙
と
ぷ
き
マ
ス
タ
ー
と
呼
び
、
そ
れ

O
子
ど
も
の
ζ

ろ
祖
父
母
や
父
母
か

ぞ
れ
そ
の
専
門
的
な
分
野
に
お
い
て
ら
聞
い
た
昔
、
ぱ
な
し
ゃ
伝
説
お
よ

活
躍
し
て
い
た
だ
く
訳
で
あ
り
ま
す
。
び
民
謡
や
童
謡
な
ど
を
思
い
起
乙

報広町

こと2尽きマスヲー制度を

和

ご存知で曹が
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し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
実

践
活
動
。

O
若
い
乙
ろ
覚
え
た
生
活
用
具
の
作

り
方
や
、
子
ど
も
の
遊
び
道
具
の

作
り
方
を
す
す
ん
で
指
導
す
る
。

O
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
な
ど
の

文
芸
グ
ル
ー
プ
を
す
す
ん
で
結
成

し
地
域
の
文
化
交
流
を
図
る
。

O
写
真
、
囲
碁
、
将
棋
、
手
芸
、
園

芸
な
ど
を
一
部
の
仲
間
だ
け
で
楽

し
む
の
で
は
な
く
、
未
経
験
の
人

達
に
も
す
す
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
の
持
つ
心
を
広
く
普
及
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
乙
と
に
つ
い
て
実

践
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
各

地
区
に
つ
ぎ
の
方
々
が
お
願
い
し
て

あ
り
ま
す
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
敬
称
略
〕

V
西
条
一
区

野
沢
敬
太
郎
【
彫
刻
】
堀
之
内
敏

男
【
ダ
ン
ス
】
長
田
き
よ
の
【
民

踊
】
同
義
治
【
ゲ
i
ト
ボ

l
ル】

V
西
条
二
区

井
口
停
【
文
芸
】
井
口
久
代
【
文

芸
】
長
谷
川
明
夫
【
文
芸
】
五

味
五
郎
【
漬
物
】

V
清
水
新
居

中
山
寿
太
郎
【
盆
栽
】
深
沢
松
子

【
詩
吟
】
桑
原
丑
寅
【
俳
句
】

林
平
一
【
菊
作
り
】

V
西
条
新
田

宮
崎
正
一
【
話
し
方
】
相
山
一
治

【
農
事
】
堀
内
国
蔵
【
囲
碁
】

V
押
越

山
田
節
義
【
テ
ニ
ス
】
山
由
美
明

【
剣
道
】
山
田
松
子
【
舞
踊
】

清
水
き
よ
の
【
詩
吟
】

三
神
良
子

【
絵
画
】
川
口
修
照
【
木
工
】

横
沢
幸
治
【
木
工
】

V
河
東
中
島

柳
沢
八
十
七
一
【
短
歌
】
雨
宮
備
司

【
郷
土
史
】
鷹
野
真
二
【
川
柳
】

山
下
忠
男
【
園
芸
】

V
紙
漉
阿
原

油
川
松
太
郎
【
洋
裁
】
花
形
善
市

【
詩
吟
】

V
築
地
新
居

井
上
知
治
【
接
ぎ
木
】
河
西
幾
太

郎
【
農
事
】
田
中
豊
蔵
【
短
歌
】

松
木
ミ
ツ
エ
【
舞
踊
】
河
田
ヨ
シ

子
【
詩
吟
】
河
田
達
雄
【
囲
碁
】

内
藤
久
【
郷
土
史
】

V
飯
喰

名
執
富
士
男
【
わ
ら
細
工
】
志
村

武
男
【
盆
栽
】
山
本
山
今
【
川
柳
】

V
河
西

長
沼
忠
勇
【
詩
吟
】
油
川
行
贋
【

盆
栽
】
豊
川
茂
【
盆
栽
】
萩
原

寛
【
将
棋
】
石
川
次
郎
【
ゲ
l
ト

ボ
1

ル】

V
坂
田
完
弘
【
健
康
】
井
上
貞
子

【
和
裁
】
細
田
贋
幸
【
詩
吟
】

窪
田
た
ま
代
【
舞
踊
】
武
井
芳
恵

【
詩
吟
】
高
橋
豊
吉
【
民
謡
】

磯
部
紀
子
【
詩
吟
】
井
上
亨
(
老

人
大
学
運
営
】
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九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
で

す
。
ま
た
、
乙
の
日
か
ら
一
週
間
は

「老
人
福
祉
週
間
」
で
も
あ
り
ま
す
。

永
年
に
百
一っ
て
社
会
に
尽
く
し
て
き

た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
お
祝
い

'
し
士
子
し
ょ
，
っ
。

現
在
町
内
に
在
住
す
る
六
十
五
歳

以
上
の
お
年
寄
り
は
八
百
二
十
三
名

で
す
。
乙
の
う
ち
今
年
米
寿
を
迎
え

る
方
々
に
は
、
町
か
ら
永
年
の
ど
苦

敬老の日 9月15日
(生年月日順敬称略¥

8月 1日現在ノ昭和町長寿番付表

労
を
感
謝
し
て
金
杯
と
ア
ル
バ
ム
を

送
り
長
寿
を
お
祝
い
す
る
計
画
で
す
。

今
年
米
寿
を
迎
え
る
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

高
野
と
し
よ

〈
西
条
二
区
〉

小
口
も
と
よ

〈
西
条
一
区
〉

石

川

ゃ

う

〈
西
条
一
区
〉

長

田

ぷ

う

〈
西
条
新
田
〉

畑
野
ト
ヨ

〈
押

越

〉

今
沢
や
す
乃

〈
飯

喰

〉

1 地区別高齢者数と

人口に対する割合

(高齢者=65歳以上8月 1日現在)

地 区 男仇) 女仇)計仏)害向)

西条一区 34 61 95 13.8 

西条二区 43 72 115 5.6 

清水新居 27 42 69 7.9 

西条新田 20 24 44 8.7 

押 越 40 53 93 12.0 

河東中島 39 48 87 10.2 

紙漉阿原 18 35 53 8.9 

築地新居 38 44 82 11.2 

飯 喰 14 20 34 8.0 

河 西 37 46 83 13.4 

上河東 18 30 48 11.1 

上河東2区 8 12 20 2.2 
βJ::l 入 5十 336 487 823 8.7 

おばあさん

(93歳)

高橋抄幸

<西条一区>

① 

いさん

(95歳)

小野品噛日諦

<河 西>

じお

(93歳)

中沢はまの

<西条一区>

(93歳)

小沢寿実志

<飯喰>

① 

③ 

(95歳)

長谷部八郎

<築地新居>

(93歳)

伊藤啓造

<紙漉阿原>



報

建設工事はじまる

E荷車薬事E謡廼

七
月
五
日
、
来
年
四
月
に
開
校
を

め
ざ
す
、
西
条
小
学
校
の
起
工
式
が

建
設
予
定
地
で
約
八
十
人
が
出
席
し

て
行
わ
れ
、
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。

西
条
小
学
校
は
、
既
設
の
押
原
小

学
校
の
マ
ン
モ
ス
化
を
防
ぐ
た
め
新

設
さ
れ
、
開
校
時
の
児
童
数
は
十
二

学
級
、
三
百
三
十
人
前
後
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
通
学
地
区
は
、
西
条
一

区
、
西
条
二
区
、
西
条
新
田
の
三
地

区
と
な

っ
て
い
ま
す
。

校舎、屋内運動場

広町和日百(5) 昭和 58年9月 1日発行

巴.-v.>

新
設
(
西
条
小
学
校
)
の
校
章
と

校
軟
の
軟
詞
を
募
集
し
ま
す

V
趣

旨
昭
和
五
十
九
年
四
月
開
校
予
定
の

西
条
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

よ
り
よ
い
校
風
と
伝
統
を
築
き
上

げ
る
た
め
に
校
章
と
校
歌
号
制
定

し
ま
す
。

V
応
募
資
格

昭
和
町
内
に
在
住
、
在
勤
す
る
者

V
応
募
方
法

。
官
製
は
が
き
、
ま
た
は

B
五
判
大

の
画
用
紙
と
し
ま
す
。

町立西条小学校完成予想図

。
校
章
は
簡
単
な
説
明
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

o
校
歌
の
歌
詞
は
三
番
ま
で
と
し
ま

す
。

。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
勤
務
先
(
在
学
者
は
学
校
名
、

学
年
)
、
電
話
番
号
を
必
ず
お
書
き

く
だ
さ
い
。

。
応
募
作
品
は
一
人
何
点
で
も
結
構

で
す
。
(
一
葉
一
点
)

。
ほ
う
賞

最
優
秀
作
品

佳

作

V
応
募
期
日

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
三
十
日

(
水
)
ま
で

V
審

査
昭
和
町
立
丙
条
小
学
校
々
章
、
校

、

歌
制
定
委
員
会
で
審
査
し
ま
す
。

V
送
り
先
及
び
問
い
合
せ

町
教
育
委
員
会
電
七
五
l
三
七
三
七

V
そ
の
他

。
作
品
に
は
昭
和
町
の
象
徴
で
あ
る

源
氏
蛍
と
、
西
条
地
区
の
特
色
を

十
分
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

。
応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

各
一
点
:
・
記
念
品

各
若
干
・
・
・
記
念
品

押
原
小
学
校
百
周
年

記
念
事
業
実
行

昭和 36年頃の押原小学校

日
頃
か
ら
押
原
小
学
校
の
教
育
に

た
い
し
ま
し
て
、
ど
理
解
と
ど
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
で
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

押
原
小
学
校
開
校
百
年
に
あ
た
り

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
記
念
誌
を

発
行
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ

き
ま
し
て
は
、
各
家
庭
で
昭
和
三
十

年
以
前
の
も
の
で
、
教
育
K
関
係
あ

る
写
真
、
卒
業
証
書
、
修
業
証
書
、

賞
状
等
、
資
料
K
し
た
い
の
で
貸
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
お
借
り
し
た
も
の
に
つ
き

ま
し
て
は
、
丁
重
に
取
り
扱
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

V
連
絡
先
押
原
小
学
校
内
押
原
小

学
校
百
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会

電
七
五
|
二

O
五
三

g 中山、a¥
町

職

員

採

用

大
江

至
(
教
育
委
員
会
)
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れア

さと
づく
E~亙園

る

報広町

河
西
区
で
は
「
み
ん
な
で
育
て
る
を
学
ぶ
会
、
区
民
総
出
の
河
川
清
掃

地
域
づ
く
り
」
を
、
三
つ
の
活
動
に
や
子
ど
も
ク
ラ
ブ
に
よ
る
公
共
物
清

わ
け
、
区
役
員
、
社
会
教
育
委
員
、
掃
美
化
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
、
青
少
年
育
成
会
、
子
ど
そ
れ
か
ら
、
三
つ
目
の
柱
で
あ
る
「

も
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、
一
坪
図
書
館
居
住
地
の
特
色
を
は
ぐ
く
む
運
動
」

運
営
委
員
会
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
で
は
、
神
社
祭
典
に
手

c

つ
く
り
の
子

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
計
画
を
立
て
、
人
ど
も
み
と
し
で
練
り
歩
き
、
新
し
い

と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
地
域
社
会
の
郷
土
文
化
を
つ
く
り
、
伝
統
行
事
で

連
帯
感
の
高
揚
な
ど
の
目
的
の
た
め
あ
る
獅
子
舞
と
ど
ん
ど
焼
き
は
、
各

に
、
楽
し
み
な
が
ら
数
多
く
の
活
動
組
の
当
番
と
子
ど
も
ク
ラ
ブ
が
一
丸

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
と
な
っ
て
受
け
つ
い
で
い
ま
す
。

活
動
の
一
つ
の
柱
で
あ
る
「
居
住
「
乙
れ
か
ら
も
、
新
し
い
ふ
る
さ

地
の
ふ
れ
あ
い
を
高
め
る
活
動
」
で
と
ず
つ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
一
人
一
人

は
、
八
ヶ
岳
親
子
キ
ャ
ン
プ
、
区
民
の
知
恵
と
努
力
で
が
ん
ば
っ
て
い
き

運
動
会
な
ど
を
行
い
、
二
つ
自
の
柱
た
い
。
」
と
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
指
導
者

の
「
居
住
地
の
生
活
課
題
を
解
決
す
協
議
会
の
有
井
哲
美
さ
ん
は
話
し
て

る
活
動
」
で
は
、
郷
土
の
歴
史
文
化
い
ま
し
た
。

和日吉

手づくりのみこしで糠り歩く子どもたち

イ
総
合
三
位
入
賞

f
l第
一
一
一
十
四
回
郡
体
育
祭

中
巨
摩
郡
体
育
祭
は
、
七
月
二
十
四
十
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
で
桑
原
丑
寅
さ

と
三
十
一
日
の
両
日
、
櫛
形
町
を
主
ん
(
清
水
て
陸
上
五
千
メ
ー
ト
ル

会
場
に
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
で
山
田
秀
才
さ
ん
(
押
越
)
が
優
勝

げ

ら

れ

ま

し

た

。

し

ま

し

た

。

本
町
ほ
得
点
競
技
三
十
一
種
目
の
総
合
優
勝
は
竜
王
町
、
準
優
勝
に

う
ち
初
め
て
全
種
目
に
参
加
、
乙
の
は
本
町
と
接
戦
の
う
え
白
根
町
、
本

う
ち
団
体
種
目
で
相
撲
、
ハ
ン
ド
ボ
町
は
惜
し
く
も
三
位
に
お
わ
り
ま
し

l
ル
、
テ
ニ
ス
(
女
子
)
が
優
勝
、
た
が
、
目
標
の
三
位
入
賞
を
果
た
し

個
人
種
目
で
は
五
十
歳
以
上
水
泳
五
ま
し
た
。書

道
で
心
θ
や
す
ら
、
ぎ
合

今
回
は
、
五
十
四
歳
で
二
級

建
築
士
、
六
十
四
歳
で
運
転
免

許
証
を
取
り
、
現
在
は
書
道
に
力
を

入
れ
て
い
る
押
越
の
横
沢
さ
ん
七
十

六
歳
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

若
い
時
か
ら
、
絵
や
書
道
に
興
味

が
あ
り
ま
し
た
が
仕
事
の
関
係
で
な

か
な
か
で
き
な
か
っ
た
横
沢
さ
ん
が

二
年
前
の
夏
、
無
尽
仲
間
に
誘
わ
れ

て
文
化
協
会
の
書
道
部
に
入
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
書
道
を
始
め
た
そ
う

で
す
。「

書
道
は
毎
日
一

1
二
枚
で
も
書

か
な
い
と
上
達
は
し
な
い
。
」
と
の
先

賞状・楯を授与された団長・副団長

押
越
の
横
沢
幸
治
さ
ん

生
の
忠
告
の
と
お
り
、
毎
日
仕
事
を

終
え
た
あ
と
三
十
分
、
日
曜
日
に
は

午
前
、
午
後
二
時
間
づ
っ
必
ず
練
習

し
、
書
道
部
で
は
、
一
番
の
年
配
な

が
ら
昇
級
試
験
の
あ
っ
た
七
月
に
は

三
百
七
十
五
枚
も
書
い
て
練
習
し
た

そ
う
で
す
。

「
字
を
書
い
て
い
る
時
は
夢
中
に

な
り
心
が
や
す
ら
ぎ
ま
す
。
思
っ
た

事
は
と
こ
と
ん
や
り
ぬ
く
主
義
な
の

で
体
の
動
く
限
り
や
り
と
お
し
ま
す
。
」

と
、
横
沢
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

乙
れ
か
ら
も
、
体
に
気
を
つ
け
て

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。



「
聞
く
は
一
時
の
恥
」
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
気
軽
に
税
務
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
官
や
指
導
官

が
「
正
し
い
税
知
識
で
適
正
な
納
税

を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
皆
さ
ん
の
税

「
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
の
税
金
金
の
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

は

ど

う

な

る

の

か

?

」

ど

相

談

は

匿

名

で

も

結

構

で

す

。

「
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
と
き
は
で
も
、
事
実
関
係
だ
け
は
明
確
に
伝

?

」

え

て

く

だ

さ

い

。

前

提

が

違

え

ば

全

乙
ん
な
時
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
く
違

っ
た
答
が
で
て
し
ま
い
ま
す
の

す
か
。
と
か
く
、
人
に
も
の
を
尋
ね
で
、
ど
注
意
を
:
・

る
と
い
う
の
は
、
お

っ
く
う
な
も
の
税
務
相
談
室
甲
府
分
室

で

す

が

、

乙

と

、

税

金

に

関

し

て

は

富

三

七

l
八

四

八

七

司

V
原
動
機
付
自
転
車

(百
二
十
五
∞
{

以
下
の
バ
イ
ク
)
、
小
型
特
殊
自
動
-

車
(
農
耕
作
業
用
自
動
車
、
ホ
ー
ク

リ
フ
ト
等
)
の
申
告
は
事
役
場
税
務

課
窓
口
。

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
す
か

町
社
会
体
育
計
画
(
後
期
)

'
夏
季
か
ら
秋
季
に
か
け
て
ス
ポ
l

場
所
釜
無
工
業
団
地
公
園
運
動

『
ツ
が
真
盛
り
に
な
り
ま
す
。
暑

い

と

場

テ

ニ

ス

コ

ー

ト

』
き
に
か
ら
だ
を
動
か
し
て
汗
を
流
す
時
間
午
後
一
時
1
三
時

F

の
も
良
い
も
の
で
す
。
家
族
と
話
し

V
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室

一

合

い

を

し

て

各

種

の

文

化

活

動

に

参

(

一

般

町

民

)

『
加
し
ま
し
ょ
う
。
参

加

希

望

が

あ

り

十

一

月

八

日

・

十

日

}
ま
し
た
ら
教
育
委
員
会
、(

曾

七

五

|

十

五

日

・

十

七

日

三
七
三
七
)
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

二
十
二
日
・
二
十
四
日

V
ゲ

l
ト
ポ
1
ル

教

室

二

十

九

日

(

一

般

町

民

)

昭

和

町

民

体

育

館

十

月

十

三

日

・

十

四

日

・

午

後

七

時

三
十
分
i

二

十

日

・

二

十

一

日

・

九

時

三
十
分

二
十
七
日
・
二
十
八
日

押
原
中
学
校
々
庭

午
後
七
時
三
十
分
1

九
時
三
十
分

グ

無

料

相

談

報広

原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自

動
車
な
ど
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き
は
必
ず
申
告
を
/

町和

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な

ど
、
軽
自
動
車
税
の
対
象
に
な
る
も

の
に
異
動
(
廃
車
、
取
得
、
転
居
な

ど
)
が
あ
っ
た
と
き
は
直
ち
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
r

@
申
告
を
し
な
い
と
と
ん
な
時
花
園

り
ま
す
。

V
事
実
上
廃
車
し
て
い
て
も
、
い
つ

ま
で
も
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

V
町
外
へ
転
出
さ
れ
た
場
合
、
原
動

機
付
自
転
車
の
標
識
(
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
)
の
返
納
に
つ
い
て
、
転
出

先
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。

@
申
告
手
続
の
あ
ら
ま
し
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乙

V
新
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」

実

施

日

十

一
月
六
日

、場
所
押
原
中
学
校
々
庭

内
容
だ
れ
で
も
で
き
る
簡
単
な

(

一

般

町

民

)

運

動

を

校

庭

い

っ

ぱ

い

に

十

月

十

五

日

・

十

六

乱

・

繰

り

広

げ

ま

す

。

二

十

二

日

・

二

十

九

日

時

間

午

前

九

時

1

三
十
日
・
す

一
月

五

日

午

後

三
時
(
予
定
v

，
手
話
講
習
会
受
講
希
望
者
募
集

-

V受
講
申
し
込
み
方
法

V
日

程

毎

週

一

回

災

害

時

の

電

話

知

識

}
受
講
希
望
者
は
昭
和
町
役
場
福
祉
午
後
七
時
三
O
分
1
九
時
三

O
分
}
災
害
復
旧
な
ど
の
緊
急
通
話
を
確

一

課

(

曾

七

五

|

一

一

一

一

一

)

へ

申

区

分

一

日

程

表

一
戸
保
す
る
た
め
、
一
般
の
電
話
は
、
混

一

し

込

み

く

だ

さ

い

。

川

直

昭

旦

四

哩

両

日

「

一

一
『
雑
の
度
合
に
応
じ
て
通
話
を
規
制
す

-
v場
所

町

中

央

公

民

館

川

河

-

は

旧

↑凶
旧
」
凶
旧
↑凶
旧
「
|
」
』
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
が
、
市
町
村
指

「

V
経

費

無

料

川

恒

庁

但

厄

但

凶

但

凶

但

凶

但

一

定

の

避

難

場

所

や

街

頭

丘

一

盛

直

し

て

一V
テ

キ

ス

ト

※

日

程

を

全

部

修

了

し

た

方

に

は

修

{

あ

る

青

・

黄

色

の

公

衆

電

話

は

、

通

事
務
局
で
用
意
い
た
し
ま
す
。

了
証
書
と
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

実
施
日

時場

問所

V
軟
式
庭
球
教
室

実
施
日

実
施
日

時場

問所

県
警
察
官
採
用
試
験

V
受
験
資
格
昭
和
三
十
一
年
四
月

一
一日
か
ら
昭
和
四
十
一
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

V
受
付
期
間
八
月
八
日
か
ら
九
月

十
四
日
ま
で

V
試
験
日
九
月
二
十
五
日
(
日
)

V
試
験
会
場
県
立
甲
府
工
業
高
等

学
校

v
V申
込
用
紙
請
求
先
及
び
申
込
先

司
県
人
事
委
員
会
事
務
馬
県
警
察

本
部
警
務
課
、
県
下
各
警
察
署

※
く
わ
し
い
乙
と
は
、
最
寄
り
の
警

察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

九
月
九
日
は

「
救
急
の
日
」
で
す

甲
府
地
区
消
防
本
部
で
は
応
急
手

当
等
移
動
救
急
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開

，
設
い
た
し
ま
す
。

『

V
日
時
九
月
九
日
(
金
)

』

午

後

一
時
i
四
時

V
場
所
岡
島
百
貨
庖
憩
の
滝
東
側
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日程 曜日 内 月廿ヤ 地 区

5日 月 可燃物 全地区

7日 水 ガラス類 〆F

8日 木 可燃物 ノf

12日 月 /〆 が

14日 水 金属類 開・常永

16日 金 可燃物 全地区

19日 月 λY 11 

21日 水 金属類 西条地区

22日 木 可燃物

26日 月 〆~

日時 9月 3日(土)

9月17日(土)

午前9時

--11時30分

場所中央公民館

※母子手帳交付希望者は

当日印鑑をお持ちく

ださい。また一般健

康相談は40歳以上の

方を対象に行L、ます。

実施日 受付時間 ニ肘~ 当 児

9月13日伏) 午後 昭昭和和5588年年 52月月生生ままれれ

l時30分

9 月 14 日(7~ --2時 昭昭和和5577年年181月月生生ままれれ

携行品 母子手帳、食べものについての質問票

9月20日(火)

中央公民館

午後 1時-2時

場所

中央

公民館

29日 木 〆〆

日時 9月20日(火)

午前8時30分~

9時30分

日時

場所

該当児 昭和57年10月 1日~昭和58年 3月31日までの出

※ 

※ 

今月は布際日があるため収集日

の変更があります。よく確か

めてお出しください。

収集当日の午前8時30分まで

に指定の袋・荷札で決められ

た場所へ出してください。

場所 中央公民館前

駐車場

※料金は 500円です。

前もって回覧いたし

ますので希望者は申

し込んでください。

日時

場所

該当児

9月27日(火)午前 l時-2時

中央公民館

昭和56年 3月25日~昭和56年8月31日までの出生

児 C1期)

昭和54年 9月 1日~昭和56年 3月24日までの出生

児で未接種者

I期 3回を完了して11年から l年 6ヶ月を経過し

た者Cll期)、ただし5歳6ヶ月までの幼児

生児

昭和57年 4月 1日~昭和57年 9月30日までの出

生児で未接種者

昭和57年 9月に BCGを接種した者(陽転確認)

携 行 品 母 子 手 帳

判定 9月22日(木)午後 l時--2時

※上記該当児のうち BCG接種後 1年以内の幼児は除く。

日時

場所

該当児

携行品

9月29日(木)

中央公民館

午後 1時~

昭和55年 6月 1日~昭和55年8月31日までの出

生児

母子手帳、 3歳児健康診査票、食べものについ

ての質問票

携行品母子手帳・問診票

¥ --.・~・~・ ~ ・ ~ ・ ~ ・ ~ ・ ~ ・ ~ ・~・~・~・~・ τ
小網保伊窪井福布 昭

1松倉坂藤川出谷施氏 和 ‘叩 i 
美 /ヘ 五 、一~

1和睦茂平IJ嘉 美 昭 名 r._ i 十 ~の入~日時 9 月 2 日(金)
.子男美広子清枝男 |揺| 八 ~- C:-~、

げ百| 年 弱 燃 機、 "ぐも ? 午前10時20分--10時25分
'-.J '-.J 六 儀懇懇緩畿勢当← ι......，J場所旧役場前

月 隣 機翻級 、
I .目| 十 薩畿際問警察ゑ 1※収集車がくるまでは飼主もし、つ

住|姻 I~ ー 可~~、 しょにいてください。
1 上上押清 敬 日 f孟~'J.~ ) 

水 ¥--./称以 {寸 Eづド J ー

河 河 新所一略降 、~ノ 1 
東東越居 ) 下

今下下井依志幡樋長佐笠幡名赤保手角奥松
1村司司口田村 野 川 沼 野 井 野 取 池 坂崎田岩本氏 (1

久慶 r-、、
1友 昭美美太祐雄 和 智仁愛 早 愛 理 良 名 1.1.I ¥ 
香豊広子香郎子 三 愛正優一美子有苗恵子太 |件iI ~場所

時日

保 I¥該当児
健“勝芳栄治明澄 正 陽啓達一 憲耕真 筆

彦明治夫祐夫司文均一二也弘逸作二隆薯 I.1 I ~ 
郎 ~ 1.刻』い堆

I'+' I 慣行田上 上上 1.:1ユ|・目
1河 西西河河押西河河 西 河押河西河片 I¥ 

H 条条東 条東条 H 東東条 1エ¥ーノ.

: 西 H 首長言西越雇西 EH H 言 言越言言西所 : 

9月28日(水)

午後 l時30分~

離乳食指導も同時開催

中央公民館

昭和58年 4月 1日~昭和

58年 7月31日までの仕佳児

母子手帳


